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今週のプログラム 

（2022年 10月 27日 第１１２１回例会） 

       フォーラム 

【国際奉仕・財団・米山】 

 

水本 徹 国際奉仕・米山奨学委員長 

水島 洋 ロータリー財団委員長 

 

次回のプログラム 

（2022年 11月 10日 第１１２２回例会） 

 

   卓話：「人を育てる奉仕事業」 

 

   担当：地区米山奨学委員会 

      坂田 妙子委員長 

第１１２０回例会  （２０２２年 １０月２０日）の記録 

「会長の時間」            山田 克子会長 

本日は宮里ガバナー公式訪問です。 

お客様をご紹介致します。今年度第 2660 地区の宮里 唯子ガバナー、宮里ガバナーと同じ茨木西 RC

の地区常任幹事の津村 昌明様、そして大阪ロータリークラブより地区幹事の笠谷 昌宏様 

ようこそお越しくださいました。ありがとうございます。本日はどうぞよろしくお願い致します。 

先程、宮里ガバナーとの懇談会も終わりました。私自身は当初会員の皆様にも宮里ガバナーにも申し

あげましたが、順番の形だけの会長でありながらも緊張で不安なまま PETS に参加致しました。 

そんな緊張を和らげてくれたのが今年度の IMAGINE ROTARY のテーマロゴだったのです。 

会員の皆さんもご存じのように私は狼やコヨーテに遭遇するような場所に行く仕事をして 30 年程に 

なります。あえてここではインディアンと呼ばせていただきますが、アメリカ先住民の伝統工芸品に 

長年触れてきた私は今年度のロータリーのテーマロゴデザインの作者がオーストラリア先住民族の 

リキ サラム氏だと PETS で知りました。とても嬉しく会長職に自信のないまま参加していた私の緊張

をほぐしてくれた出来事となりました。先週の土曜日、ニューメキシコ州のズニ族のミュージアム館長

ジム エノテと言う友人のインディアンと Skype で話していました。私はロータリーに触れずに「この

ロゴをどう思いますか？」と尋ねました。「ラコタ族のデザインかな？このデザインの持つ意味には様々

あるけれど、母なる大地、天なる父に見守られ、丸い点は人を表し、家族、友人、世界の人々であり、

時には星にたとえられ、先祖や大事な人々に見守られて人と人が力を合わせて未来と平和に向かって 

歩いていく、そんな意味が感じられるよ」と話してくれました。 

次年度が来ましたら、きっとまた次の新しいテーマロゴに変わることでしょう。しかし会長職にくよ 

くよしていた私を和ませてくれたこのロゴをいつまでも忘れず心に刻み、邁進したいと思います。 

宮里様、千里メイプルは誰のために、何のために、を大切に考え活動するクラブだと思っております。 

少人数のクラブではありますが、時には意見は違えども、耳を傾けることのできる素晴らしい仲間の 

クラブです。普段の例会でもクリスマスやお月見例会の様に楽しい雰囲気で例会をおこなっています。

今後ともどうぞよろしくお願い致します。 

 



  
＜お客様＞ RI 第 2660 地区ガバナー 宮里 唯子様（茨木西 RC） 

           地区常任幹事 津村 昌明様（茨木西 RC） 

           地区幹事   笠谷 昌弘様（大阪 RC） 

＜出席報告＞ 松田 親男 プログラム担当  

会員数（内免除会員 1名）     19名 

本日の会員数           11名 

（内出席免除会員 1名） 

（内名誉会員  0名） 

 

本日の出席率          57.89％ 

 

＜ロータリーソング＞      全会員 

♪奉仕の理想♪ 

 

＜本日の演奏曲目＞   近藤 美里さん 

１. Le Rhone 

２. Libertango 

３. Imagine 

＜幹事報告＞                            山本 友亮 幹事 

１． 地区大会登録申し込み表を先週に引き続き回覧致しますので、ご記入下さい。 

 

２． 千里 RC より創立 50 周年記念演奏会へのご案内が届きました。 

人数把握の為，あらかじめ来場者数のアンケートを取られますので 

参加を希望される方は回覧表に〇印をご記入ください。 

 

◆日時：2023 年 5 月 14 日(日)午後 2 時から 4 時半まで 

◆場所：ザ・シンフォニーホール 

◆参加費：無料 

 

３． 昨日、クレラさんに連絡を取りましたところ、当クラブ創立 25 周年例会での講演を 

快諾して下さいました。 

 

４． 本日、地区幹事様より地区大会 PR 用のテーブル立てをお持ち頂きました。 

12 月 15 日例会まで各テーブルに置く事に致します。 

＜地区大会 PR＞                    地区常任幹事 津村 昌明様 

   



 

＜SAA 報告＞                            黒川 彰夫 SAA  

＊スマイルボックス 

山田会員      宮里ガバナーようこそお出で下さいました。 

          そして、地区の方々 ようこそ。 

藤田会員      宮里ガバナー ようこそ！！ 

 

＊ラオス基金 

黒川会員      ラオスを大切に。そして行こう！！ 

相原会員      コメントなし 

＊ロータリー財団 

藤田会員      ハイブリッド例会について調べてみます。 

高尾会員・相原会員 コメントなし 

 

＊米山記念奨学会 

水本会員      宮里ガバナー お疲れ様です。 

高尾会員      宮里ガバナー ようこそ。 

木下会員      宮里ガバナー ようこそいらっしゃいました。 

相原会員・山本(雅)会員 コメントなし 

 

＊メイプル基金 

山本(友)会員     宮里ガバナーようこそ。よろしく御願いします。 

村田会員      宮里ガバナーようこそ。よろしくお願いします。 

松田会員      ガバナー ようこそ！！ 

黒川会員      ガバナー ようこそ！！ 

   

      
 



 

 ＜卓話＞             RI 第 2660 地区 2022-23 年度ガバナー 宮里 唯子様 

今年度、当地区は大阪の地にロータリーが誕生し、100 年と言う節目の年を迎えました。 

 

一方、私達は世界的な感染症の蔓延、紛争や戦争と言った未曾有の不幸な現実を目の当たりにして 

います。今世紀、当たり前だと考えていた平和や安全、健康がいかに脆弱で、また貴重なものだった

かをあらためて気づかされました。 

 

また、テクノロジーをはじめとする社会環境は待ったなしで変化や進歩を遂げ、企業活動のみならず、

ロータリー活動にも革新的かつ柔軟な適応力が求められています。 

 

100 年もの間戦争や経済不況を乗り越え発展してきたロータリーの輝かしい遺産に思いを馳せなが

らも、これからどんなロータリーの姿を求め、実現していくのか、また喫緊の国際社会や地域社会の

課題に会員としてどう向き合っていくのか、皆様と共に考えて参りたいと思います。 

 

2022-23 年度の国際ロータリーと当地区のテーマ、地区ビジョン、中期目標を御理解頂き、年次目標

達成への御協力をお願い申し上げます。 この達成こそが、おそらく未来のロータリーのあるべき姿

への第１歩だと信じています。 先ずはやってみなければ、何も変わらないのですから…。 

 

◼ 2022-23 国際ロータリー ジェニファー・ジョーンズ会長のテーマと強調事項 

➢ 会 長 テ ー マ： 

“IMAGINE ROTARY” 

「世界にもたらせる変化を想像して大きな夢を描き、その実現のためにロータ

リーの力とつながりを生かしましょう。 昨日のことをイマジン（想像）する

人はいません。それは未来を描くことです。」  

➢ 会長イニシアチブ： 

「参加者の基盤を広げる DEI（多様性、公平さ、インクルージョン）」で、 

女性会員基盤の強化や、革新的クラブまたは活動分野に基づくクラブの設立を

要請されています。 

➢ テ ー マ カ ラ ー： 

紫・緑・白でそれぞれポリオ・環境・平和を意味しています。 

 

◼ 2022-23 年度 第 2660 地区のテーマと地区ビジョン・中期計画・年次目標 

➢ テーマ： 

 『大阪のロータリー100 周年を祝おう』 

  各クラブはそれぞれのやり方で、100 周年をお祝いして下さい。 

➢ 地区ビジョン、中期計画、年次目標 

 地区研修・協議会の冊子やウェブサイトからご確認頂けます。 

 

 


